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8-bit Single Chip Microcomputer
●オリジナルアーキテクチャコアCPU
●赤外線リモコンキャリア出力
●ドットマトリックスLCDドライバ
　（51×32/66×17/67×16, 8ドット）

S1C88848

■概　要
S1C88848は、CMOS 8ビットコアCPU S1C88 (MODEL3)を中心に、ROM、RAM、赤外線リモコンキャリア
出力、最大1,632ピクセルを駆動可能なドットマトリクスLCDコントローラ/ドライバ、3種類のタイマ、調歩同
期/クロック同期が選択可能なシリアルインタフェースなどを内蔵したマイクロコンピュータです。動作電圧範
囲が広く、低電圧（1.8V Min.）から安定した動作が可能です。また、低消費電流（スタンバイ時1.7µA）というS1C
Familyの特長も併せ持っています。電池電圧の低下を検出するSVD回路も内蔵し、家電機器のリモコンなどへ
の応用に最適です。

■特　長
●コアCPU................................................CMOS 8ビットコアCPU S1C88（MODEL3）

●メイン（OSC3）発振回路........................水晶発振回路/セラミック発振回路/CR発振回路 8.2MHz（Max.）（∗ 1）

（スタートクロックソース）

●サブ（OSC1）発振回路 ...........................水晶発振回路/CR発振回路 32.768kHz（Typ.）（∗ 1）

●命令セット ............................................608種類（乗除算命令が使用可能）

●最小命令実行時間..................................0.244µsec/8.2MHz（2クロック）

●内蔵ROM容量........................................48Kバイト

●内蔵RAM容量 ........................................RAM : 1.5Kバイト
表示メモリ: 402バイト

●入力ポート ............................................10ビット（2ビットをイベントカウンタの外部クロック入力に設定
可能）
プルアップ抵抗を付加可能（∗ 1）

●出力ポート ............................................5ビット（ブザー出力∗ 2、TOUT出力∗ 2、FOUT出力∗ 2、赤外線リモ
コンキャリア出力∗ 1に設定可能）
SEG40～SEG50をDC出力ポートに設定可能（∗ 1）

●入出力兼用ポート..................................8ビット（4ビットをシリアルI/F入出力に設定可能∗ 2）
プルアップ抵抗を付加可能（∗ 1）

●LCDドライバ.........................................ドットマトリクス方式
51セグメント×32コモン（∗ 1, ∗ 2）

66セグメント×17コモン（∗ 1）

67セグメント×16コモン（∗ 1, ∗ 2）

67セグメント×8コモン（∗ 1）

LCD電源回路内蔵（5電位/4電位昇圧タイプ）

●リモートコントローラ ..........................赤外線リモコンキャリア出力およびDC出力

●シリアルインタフェース.......................1ch（クロック同期式/調歩同期式の選択が可能∗ 2）

●プログラマブルタイマ ..........................16ビット×2chまたは8ビット×4ch（∗ 2）

イベントカウンタ機能付き

●計時タイマ ............................................8ビット×1ch
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●ストップウォッチタイマ.......................8ビット×1ch

●サウンドジェネレータ ..........................エンベロープ機能、音量調整機能付き

●ウォッチドッグタイマ ..........................内蔵

●電源電圧検出（SVD）回路 ......................16値プログラマブル（1.8～4.35V）（∗ 2）

●割り込み ................................................外部割り込み : 入力割り込み 2系統（3種類）
内部割り込み : 計時タイマ割り込み 1系統（4種類）

ストップウォッチタイマ割り込み 1系統（3種類）
プログラマブルタイマ割り込み 2系統（4種類）
シリアルインタフェース割り込み 1系統（3種類）
リモコン出力制御割り込み 1系統（1種類）

●電源電圧 ................................................1.8V～5.5V（∗ 3）

●消費電流（Typ.）.....................................SLEEP時 : 1µA
HALT時（32kHz水晶発振） : 1.7µA
HALT時（8MHzセラミック発振）: 100µA
動作時（32kHz水晶発振） : 4µA
動作時（8MHzセラミック発振） : 700µA

●出荷形態 ................................................QFP15-128pinまたはチップ

∗ 1: マスクオプションにより選択 ∗ 2: ソフトウェアにより選択
∗ 3: 2.4V未満の電源電圧でLCDの濃淡に影響がでます。

■ブロック図

Core CPU S1C88

Interrupt Controller

Input Port

Oscillator
OSC1, 2

OSC3, 4

Reset/Test
RESET

TEST

Watchdog Timer

K00–K07
K10, K11
(EVIN0, EVIN2)

I/O Port

Output Port

Serial Interface

Programmable Timer
/Event Counter

Clock Timer

Stopwatch Timer

Power Generator

VDD

VSS

VD1, VC1–VC5

CA–CG

Supply Voltage Detector

RAM
1.5K bytes

LCD Driver

P10 (SIN)
P11 (SOUT)
P12 (SCLK)
P13 (SRDY)

R26 (TOUT/REM *)

R34 (FOUT)

R50 (BZ)

R27 (TOUT)

R51 (BZ *)
Remote Controller

Sound Generator

SEG0–SEG50
COM0–COM15
COM16–COM31
(SEG66–SEG51)

P14–P17

∗ マスクオプション 
で設定可能 

ROM
48K bytes
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■端子配置図

QFP15-128pin

■端子説明

VDD

VSS

VD1

VC1~VC5

CA~CG

OSC1

OSC2

OSC3

OSC4

K00~K07

K10/EVIN0

K11/EVIN2

R26/TOUT/REM
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端子No.端子名 In/Out 機　　　能 
電源(＋)端子 
電源(－)端子 
内部動作電圧出力端子 
LCD駆動電圧出力端子 
LCD系昇降圧コンデンサ接続端子 
OSC1発振入力端子(水晶/CR発振をマスクオプションで選択) 
OSC1発振出力端子 
OSC3発振入力端子(水晶/セラミック/CR発振をマスクオプションで選択) 
OSC3発振出力端子 
入力ポート(K00～K07)端子 
入力ポート(K10)端子またはイベントカウンタ外部クロック(EVIN0)入力端子 
入力ポート(K11)端子またはイベントカウンタ外部クロック(EVIN2)入力端子 
出力ポート(R26)端子 
プログラマブルタイマアンダーフロー反転信号(TOUT)出力端子 
またはリモコンキャリア信号(REM)出力端子(マスクオプションで選択) 
出力ポート(R27)端子またはプログラマブルタイマアンダーフロー信号(TOUT)出力端子 
出力ポート(R34)端子またはクロック(FOUT)出力端子 
出力ポート(R50)端子またはブザー信号(BZ)出力端子 
出力ポート(R51)端子またはブザー反転信号(BZ)出力端子(マスクオプションで選択) 
入出力兼用ポート(P10)端子またはシリアルI/Fデータ入力(SIN)端子 
入出力兼用ポート(P11)端子またはシリアルI/Fデータ出力(SOUT)端子 
入出力兼用ポート(P12)端子またはシリアルI/Fクロック(SCLK)入出力端子 
入出力兼用ポート(P13)端子またはシリアルI/Fレディ信号(SRDY)出力端子 
入出力兼用ポート(P14～P17)端子 
LCDコモン出力端子 
LCDコモン出力端子またはLCDセグメント出力端子 
COM16~COM31 (1/32デューティ選択時) 
SEG66~SEG51 (1/16または1/8デューティ選択時) 
COM16、SEG65~SEG51 (1/17デューティ選択時) 
LCDセグメント出力端子 
LCDセグメント出力端子またはDC出力端子(マスクオプションで選択) 
イニシャルリセット入力端子 
テスト用入力端子 

∗ 1
_________
TEST端子はICの出荷検査時に使用する端子です。通常動作時は必ずVDDに接続してください。
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■参考回路例

• 圧電ブザーを1端子で駆動し、LCDパネルを1/5バイアスで駆動する場合(VC2基準)

シンボル 
X'tal1

CG1

RCR1

X'tal2

Ceramic

Rf

CG2

CD2

RCR3

C1

C2

C3

C4

C5

C6

C7~C9

CP

Cres

名称 
水晶振動子 
 
トリマキャパシタ 
CR発振用抵抗 
水晶振動子 
セラミック振動子 
帰還抵抗 
ゲートキャパシタ 
 
ドレインキャパシタ 
 
CR発振用抵抗 
VSS~VD1間キャパシタ 
VSS~VC1間キャパシタ 
VSS~VC2間キャパシタ 
VSS~VC3間キャパシタ 
VSS~VC4間キャパシタ 
VSS~VC5間キャパシタ 
昇降圧キャパシタ 
電源間キャパシタ 
RESET端子キャパシタ 

推奨値 
32.768kHz, 

CI(Max.)=35kΩ
5~25pF

1MΩ(50kHz)
4.9152MHz

4MHz

1MΩ
15pF(水晶発振) 
30pF(セラミック発振)
15pF(水晶発振) 
30pF(セラミック発振)
50kΩ(2MHz) 
0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

3.3µF

0.47µF

外付部品推奨値 
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LCDパネル 51 x 32

[基板電位(チップ裏面)はVSSです。]
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 ※ この結線図は以下のマスクオプションを選択した場合の例です。 
  LCD電源: 内部電源(1/5バイアス)、RESET端子: プルアップ抵抗付加、R51仕様: 汎用出力ポート 
  ∗ 1  OSC1 = 水晶発振、∗ 2  OSC1 = CR発振、∗ 3  OSC3 = 水晶発振/セラミック発振、∗ 4  OSC3 = CR発振 

注: ここに記載されている値は一例であり、特に動作を保証するものではありません。
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